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提
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説
明
 

●説明の要旨 

平
成
２１
年
度
決
算
 

        　
今
年
度
、
本
市
は
２９
年
ぶ
り
に
普
通

交
付
税
の
交
付
団
体
と
な
っ
た
。
全
国

的
な
児
童
手
当
・
子
ど
も
手
当
て
の
給

付
費
用
の
増
加
や
市
町
村
民
税
の
減
収

に
よ
る
も
の
で
、
実
際
の
財
政
力
の
強

弱
を
表
す
も
の
で
は
な
く
、
即
財
政
の

悪
化
と
結
び
付
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
が
、
一
刻
も
早
く
自
主
的
、
自
立
的

な
財
政
運
営
を
取
り
戻
す
よ
う
努
め
る
。
 

平
成
２０
年
８
月
末
豪
雨
以
降
、
各
地
で

集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
が
繰
り
返
し
起

こ
っ
て
い
る
。
本
市
で
は
浸
水
対
策
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
る
が
、
行
政
と
地

域
住
民
が
意
識
を
共
有
す
る
こ
と
も
重

要
で
あ
り
、
全
市
一
丸
と
な
っ
て
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
。
 

　
愛
知
県
市
長
会
に
お
い
て
、
神
田
知

事
よ
り
「
徳
川
家
康
」
を
生
か
し
た
観

光
客
誘
致
に
向
け
た
事
業
展
開
の
要
請

を
受
け
、
広
域
観
光
客
誘
致
事
業
等
の

補
助
を
獲
得
し
た
。
「
岡
崎
家
康
公
検

定
」
と
と
も
に
地
元
関
係
団
体
等
と
一

体
と
な
っ
て
観
光
行
政
に
取
り
組
む
。
 

 
 

 　
２１
年
度
は
、
第
６
次
総
合
計
画
第
１

期
実
施
計
画
の
初
年
度
と
し
て
「
住
み

や
す
い
ま
ち
日
本
一
」
を
目
指
し
、
防

災
防
犯
対
策
を
始
め
各
種
施
策
へ
の
取

り
組
み
、
災
害
対
策
事
業
推
進
の
予
算

編
成
を
行
い
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
な

ど
に
対
応
し
な
が
ら
の
決
算
で
あ
っ
た

が
、
財
政
の
健
全
性
も
維
持
で
き
た
。
 

★
一
般
会
計
 

　
一
般
会
計
の
歳
入
は
１
２
２
４
億
８

９
８
１
万
円
、
歳
出
は
１
１
８
３
億
２

９
７
７
万
円
で
翌
年
度
へ
の
繰
越
事
業

充
当
財
源
を
差
し
引
い
た
純
剰
余
金
は
、

３７
億
５
７
０
０
万
円
と
な
っ
た
。
 

　
一
般
会
計
の
歳
入
は
、
歳
入
全
体
の
 

５２
・
９
％
を
占
め
る
市
税
収
入
で
は
、

景
気
後
退
に
伴
う
法
人
、
個
人
の
各
市

民
税
の
減
収
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
対

比
８９
・
０
％
と
な
る
な
ど
、
市
税
全
体

で
前
年
度
対
比
９４
・
４
％
と
、
６
年
ぶ

り
に
前
年
度
を
下
回
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、

国
庫
支
出
金
で
は
、
定
額
給
付
金
事
業

に
伴
う
補
助
金
な
ど
に
よ
り
前
年
度
対

比
２
１
９
・
４
％
、
繰
入
金
で
は
、
新

一
般
廃
棄
物
中
間
処
理
施
設
建
設
へ
の

環
境
施
策
推
進
基
金
か
ら
の
繰
入
の
増

額
な
ど
に
よ
り
前
年
度
対
比
１
１
８
・

４
％
、
歳
入
全
体
で
は
前
年
度
対
比
１

０
９
・
４
％
と
な
っ
た
。
 

　
歳
出
は
、
第
６
次
岡
崎
市
総
合
計
画

に
お
け
る
基
本
政
策
の
区
分
の
う
ち
、

「
地
域
で
支
え
あ
い
安
全
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、
公
共
施
設
へ
の

緊
急
地
震
速
報
の
配
備
、
デ
ジ
タ
ル
地

域
防
災
無
線
の
整
備
な
ど
を
、
「
健
や

か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

で
は
、
妊
婦
健
康
診
査
の
公
費
負
担
拡

大
、
岡
崎
市
児
童
育
成
支
援
後
期
行
動

計
画
の
策
定
な
ど
を
行
っ
た
。
「
自
然

と
調
和
し
た
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
」
で
は
、
「
こ
ど
も
自
然
遊
び
の

森
・
愛
称
わ
ん
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
」
の
整
備
、

新
一
般
廃
棄
物
中
間
処
理
施
設
建
設
事

業
と
し
て
中
心
施
設
の
建
設
工
事
を
行

い
、
２１
年
度
末
で
進
捗
率
５３
・
９
％
と

な
っ
た
。
「
快
適
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」
で
は
、
東
岡
崎
駅
周
辺
地
区
整

備
事
業
と
し
て
全
体
概
略
設
計
及
び
第

１
期
交
通
施
設
整
備
の
詳
細
設
計
、
藤

川
地
区
整
備
事
業
と
し
て
東
部
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
及
び
地
域
振
興
施
設
の
実

施
設
計
な
ど
を
、
「
未
来
を
拓
く
人
を

育
む
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、
小
中
学
校

の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
、
中
学
校

で
は
本
年
度
、
小
学
校
で
は
２３
年
度
中

に
完
了
す
る
。
歳
出
全
体
で
は
前
年
度

対
比
１
１
０
・
４
％
と
な
っ
た
。
 

★
特
別
会
計
 

　
特
別
会
計
で
は
、
１６
会
計
全
体
の
歳

入
決
算
額
が
８
０
１
億
３
０
８
４
万
円
、

歳
出
決
算
額
は
７
９
１
億
４
２
５
２
万

円
で
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
事
業
充
当
財

源
を
差
し
引
い
た
純
剰
余
金
は
７
億
９

０
１
１
万
円
と
な
っ
た
。
 

　
下
水
道
特
別
会
計
で
は
、
下
水
道
建

設
費
の
減
少
な
ど
に
伴
い
、
歳
出
の
前

年
度
対
比
で
は
５
・
８
％
の
減
少
と
な

っ
た
が
、
公
共
下
水
道
普
及
率
は
１
・

８
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
８４
・
１
％
と
な
っ

た
。
競
艇
事
業
特
別
会
計
で
は
、
利
用

人
数
は
増
加
し
た
も
の
の
売
上
は
減
少

し
、
歳
入
歳
出
と
も
前
年
度
対
比
９
・

８
％
の
減
少
と
な
っ
た
。
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
で
は
、
被
保
険
者
数

の
増
加
に
加
え
、
保
険
給
付
費
の
増
加

に
よ
り
、
歳
出
の
前
年
度
対
比
で
１
・

８
％
の
増
と
な
り
、
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
で
は
、
被
保
険
者
数
の
増
加

な
ど
に
よ
り
、
歳
出
の
前
年
度
対
比
で
 

１２
・
３
％
の
増
加
と
な
っ
た
。
 

★
企
業
会
計
 

　
病
院
事
業
会
計
で
は
、
経
営
の
合
理

化
な
ど
に
よ
り
、
収
益
的
収
支
は
１
７

１
６
万
円
の
純
利
益
と
な
り
、
新
病
院

開
設
以
来
、
初
の
黒
字
決
算
と
な
っ
た
。

一
層
の
健
全
経
営
に
努
め
る
。
 

　
水
道
事
業
会
計
で
は
、
収
益
的
収
支

は
、
前
年
と
ほ
ぼ
同
じ
９
億
６
８
６
２

万
円
の
純
利
益
と
な
っ
た
。
公
営
企
業

と
し
て
経
済
性
、
効
率
性
を
発
揮
す
る

と
と
も
に
安
定
安
全
給
水
に
努
め
る
。
 

ち
ょ
く
 


